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委員会などの開催状況

　

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本
計
画
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
建
設
候
補
地
を
市
役
所
本

庁
舎
南
東
に
あ
る
公
用
車
駐
車
場

に
し
た
理
由
は
。

【
答
】
災
害
対
策
本
部
員
等
の
参

集
の
し
や
す
さ
、
来
庁
者
駐
車
場

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
、
駐
車
場
の
減

少
数
を
重
視
し
た
。

【
問
】
地
上
２
階
、
延
べ
床
面
積

が
１
千
㎡
の
施
設
規
模
で
災
害
対

策
本
部
と
し
て
機
能
す
る
の
か
。

【
答
】
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
活
動
す

る
部
隊
員
全
員
が
参
集
で
き
な
い

と
非
効
率
で
あ
る
が
、
代
表
者
が

災
害
活
動
セ
ン
タ
ー
に
参
集
す
る

方
式
と
し
た
。

【
問
】
免
震
構
造
に
し
た
方
が
よ

い
の
で
は
。

【
答
】
よ
り
早
く
建
設
す
る
こ
と

な
ど
、
総
合
的
な
判
断
に
よ
り
耐

震
構
造
と
し
た
。

総
務
委
員
会
　
11
月
15
日

所
管
事
務
調
査

　

豊
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本

　
計
画
（
案
）

災害に強い拠点づくり

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
副
市
長
が
２
人
に
な
っ
た

場
合
の
事
務
分
担
は
。

【
答
】
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面

で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
策
を
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
確
実
に
実

行
す
る
た
め
に
は
、
建
設
部
な
ど

が
行
う
都
市
基
盤
整
備
な
ど
を
主

に
担
当
す
る
副
市
長
を
置
く
こ
と

も
大
変
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考

え
る
。

【
問
】
２
人
目
の
副
市
長
の
人
材
は
。

【
答
】
国
や
県
な
ど
と
の
調
整
を

円
滑
に
進
め
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
が
望
ま
し
く
、
市
Ｏ
Ｂ
で
は
な

く
、
外
部
か
ら
の
登
用
を
考
え
て

い
る
。

【
問
】
副
市
長
の
報
酬
の
年
額
は
。

【
答
】
給
料
、
期
末
手
当
、
共
済

費
の
合
計
で
約
１
千

670
万
円
で
あ

る
。

総
務
委
員
会
　
12
月
14
日

付
託
議
案
審
査

　

第
81
号
議
案

　
　
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正

行政需要に迅速かつ的確に対応するために

　

学
校
給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
現
行
の
給
食
費
で
実
施
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

【
答
】
現
在
、食
材
の
量
や
デ
ザ
ー

ト
の
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
安
価

な
食
材
へ
の
代
替
な
ど
で
対
応
し

て
い
る
。
適
正
な
副
食
費
が
確
保

で
き
な
い
と
、
栄
養
価
を
満
た
し

た
安
全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
が

提
供
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

【
問
】
値
上
げ
金
額
の
妥
当
性
は
。

【
答
】
26
年
の
消
費
税
率
８
％
へ

の
改
定
分
に
加
え
、
牛
乳
、
副
食

費
の
値
上
が
り
等
の
状
況
に
基
づ

き
試
算
し
た
。

市
民
文
教
委
員
会
　
12
月
15
日

所
管
事
務
調
査

　
学
校
給
食
費
の
改
定

安全安心でおいしい給食を提供
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陳　情

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより「聞きおく」としています。
※　「聞きおく」とされた陳情は、全議員にその写しを配布し、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断し
　　た場合は、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。
　　今期定例会において、申し出はありませんでした。

陳情第10号
　   ～第13号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情

結　果 陳情第10号から陳情第12号は、常任委員会において不採択と決定。
陳情第13号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

愛知自治体キャラバン実行委員会　代表　森谷　光夫

陳情第14号 地域の実情に応じた医療提供体制の確保を求める陳情

愛知県社会保障推進協議会　　　　　議長　　    　森谷    光夫
愛知県医療介護福祉労働組合連合会　執行委員長　西野ルミ子

結　果 陳情第14号、陳情第15号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

陳情第15号 国に対して「保育士等の賃金と配置基準の改善を求める意見書」の提出を求める陳情

愛知県保育団体連絡協議会　会長　本田たみ代 

その他に開催された委員会

議員研修会

11月  ４日

11月  ４日

12月14日
　

12月15日
　

12月15日

「平成28年度福祉部の所管施設に係る指定管理者の指定方針」

「豊川市都市計画マスタープラン（案）」
「豊川市立地適正化計画（案）」

「御津地区児童館の再編」
「豊川市災害廃棄物処理計画の見直し」
「豊川市資源化施設の進捗状況」

「第２期豊川市教育振興基本計画（案）」
「第10次豊川市交通安全計画（案）」

「公共下水道事業第10次拡張計画区域（案）の選定」
「豊川農業振興地域整備計画変更（案）」
　

福祉環境委員会

産業建設委員会

福祉環境委員会
　

市民文教委員会
　

産業建設委員会

　11月10日と11日の２日間、「自治体議会運営・議員活動
におけるタブレット端末の活用について」をテーマにして、
ICT研修会を開催しました。
　始めに、全国の自治体の導入状況、ICTの「環境整備」と
「運用」、セキュリティ対策等について講義を受け、その後、
実際にタブレット端末の操作を体験しました。
　タブレット端末を実際に手に取り、講師の説明を聞きな
がら操作する中で、タブレット端末を使って豊川市議会とし
て何ができるのか、活用方法を考える機会となりました。

会議を想定し実際にタブレットを操作しました
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① ②

11月７日

11月８日
南あわじ市縁結び事業

広域連携、海の京都の取り組み

京都府庁会議室にて

　両視察先とも「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に
基づき、それぞれが実施する事業のうち、南あわじ市
では「婚活事業」、京都府では「海の特長を活かした観
光連携」という特色のある取り組みについて視察しま
した。地域の魅力を生かし、行政と民間活力との協働
により取り組む施策は大変参考になりました。

委員会の行政視察報告

兵庫県南あわじ市

京都府

11月16日

11月17日

11月18日

東日本大震災での市議会の対応

タブレット端末の導入

タブレット端末の導入、市議会の災害
対応、ららぽーと富士見の開業

茨城県北茨城市

東京都立川市

埼玉県富士見市

北茨城市役所会議室にて

　北茨城市では、東日本大震災発生以前に市議会災
害対策本部設置規程及び対応マニュアルを定めてい
ます。当時の状況は、マニュアルどおりの運用はでき
ず、３つの常任委員会が市域を手分けして情報収集
に当たり、災害対策本部で情報交換と対応の協議を
行いました。大規模災害時の議会の対応や議員の役
割を考える上で、大変参考になりました。

議会だよりの有料広告を募集します！議会だよりの有料広告を募集します！
募 集 枠
募集期間
応募方法

２枠（年4回発行　1枠：年80,000円）
平成29年3月1日（水）～31日（金）
3月1日から豊川市ホームページの
「市議会ホームページ」に応募方法
を掲載します。
申込書等をダウンロードし、必要事
項をご記入いただき、議会事務局へ
ご持参ください。また、議会事務局で
も申込書等を配布します。

政策課題調査特別委員会

議会運営委員会




